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Th. フェヒナー（4）、現在ではR. H. フランセ（5）、とAd. ワグナー（6））。それほど現代心理学は、あら
ゆる生物をその研究領域に引き入れている。こうした状況の中で、E. アイスラー（7）が、包括的に
バイオ-サイキックなる学問を口にしているとするならば、それは必然的帰結というしかない。
生命 -精神学（バイオ -サイキック）から生命-倫理学（バイオ -エシックス）、すなわち人間の
みならずあらゆる生物に対しても倫理的義務を負うことを承認するまではたった一歩の隔たりし
かない。バイオ -エシックスはその内容から見れば、現代において初めて発見された学問という
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